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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
輝
か
し
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
戌
年
。
も
と
も
と
十
二
支

は
、
人
の
栄
枯
盛

衰
、
つ
ま
り
成
長

の
過
程
を
表
し
て

い
て
、
11
番
目
の

「
戌
」
は
、
最
終

的
な
結
実
の
年
に

な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
様
に

は
、
健
や
か
で
実

り
豊
か
な
戌
年
に

な
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
第
54
回

宮
城
県
芸
術
祭
で

は
、
初
め
て
共
通

テ
ー
マ
を
設
定
し

「
結
い
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
で

「
芸
術
文
化
に
何

が
で
き
る
か
」
に

挑
み
ま
し
た
。
そ

の
成
果
と
し
て
、

単
独
部
門
で
は
創
出
で
き
な
い
豊
か

で
変
化
に
富
ん
だ
重
層
的
色
合
い
を

顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
満

場
の
観
衆
と
結
び
合
い
、
表
現
者
、

鑑
賞
者
と
い
う
関
係
を
越
え
て
、
芸

術
の
素
晴
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
共
有

す
る
と
い
っ
た
芸
術
祭
の
新
た
な
境

地
を
切
り
開
き
、
高
評
を
得
ま
し
た
。

今
年
も
会
員
の
皆
様
と
共
に
、
こ
う

し
た
心
躍
る
魅
力
的
な
活
動
を
展
開

し
て
行
き
た
い
も

の
で
す
。

　

昨
年
来
、
新

聞
、
テ
レ
ビ
を
見

る
に
つ
け
、
世
界

中
で
寛
容
の
精
神

が
後
退
し
、
民
族

主
義
や
過
激
思
想

の
台
頭
に
よ
る
差

別
、
対
立
、
分
断

が
進
ん
で
、
政
治

の
混
迷
や
価
値
観

の
揺
ら
ぎ
が
顕
著

に
な
っ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
て

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況

下
で
こ
そ
、
芸
術

文
化
の
果
た
す
役

割
が
大
き
く
な
る

の
だ
と
思
い
ま

す
。
宮
城
県
芸
術

協
会
は
芸
術
の
力
を
信
じ
、
自
分
達

の
立
ち
位
置
を
し
っ
か
り
見
据
え
な

が
ら
、
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
芸
術
文

化
活
動
を
着
実
に
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
と
、
覚
悟
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。
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平
成
29
年
９
月
17
日
の
ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
開
幕
し
た
第
54

回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
各
事
業
が
順

調
に
進
捗
し
、
11
月
14
日
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
式
に
は
各
賞
の
受
賞
者

を
は
じ
め
、
来
賓
、
芸
術
祭
関
係
者

な
ど
２
６
９
人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
芸
術
祭
会
長

の
大
場
尚
文
宮
城
県
芸
術
協
会
理
事

長
が
あ
い
さ
つ
。「
芸
術
祭
の
初
め
て

の
試
み
と
し
て
共
通
テ
ー
マ
を
設
定

（
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
結
い
」）
し
、

各
部
門
が
互
い
に
補
完
と
協
力
し
あ

う
こ
と
で
、
豊
か
で
変
化
に
富
ん
だ
色

合
い
を
顕
在
化
で
き
た
」
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
主
催
団
体
を
代
表
し

て
、
芸
術
祭
名
誉
会
長
・
村
井
嘉
浩

宮
城
県
知
事
（
代
理
）
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
主
催
七
団
体
代
表
者
と
来

賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
受
賞
者
66
人
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
賞
状
と
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
宮
城
県
芸
術
協
会
功
績
者

16
人
に
大
場
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と

第54回宮城県芸術祭来場者数
事　　業　　名 入場者数

開会式 80
華道展 2,716
書道展 4,345
工芸展 2,457
写真展・写真公募展 2,994
絵画展（公募の部） 2,198
彫刻展・彫刻公募展 2,198
絵画展（会員展） 9,578
ピアノコンクールガラコンサート 364
文学散歩 31
茶会 3,719
長唄演奏会 198
文芸祭 137
音楽会 582
表彰式 269

参 加 行 事
事　　業　　名 入場者数

（公社）日本舞踊協会宮城県支部第32回各流舞踊公演 1,142
第6１回仙台三曲協会定期演奏会 420
第48回洋舞公演 850

記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
宮
城
県
文
化
の
日
表
彰

（
教
育
文
化
功
労
）
の
５
人
が
紹
介

さ
れ
、
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

祝
宴
は
来
賓
・
受
賞
者
な
ど
の
交

流
に
よ
り
華
や
か
で
有
益
な
２
時
間

と
な
っ
た
。

　

表
彰
式
後
の
予
定
と
し
て
は
、
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
予
選
が
２
月
18
日

（
日
）、
本
選
が
３
月
18
日
（
日
）

に
あ
り
、
今
年
度
の
芸
術
祭
が
す
べ

て
終
了
す
る
。

　

表
彰
式
で
は
、
芸
術
協
会
の
発
展

に
寄
与
し
た
会
員
へ
の
功
績
者
表
彰

も
行
わ
れ
た
。表
彰
を
受
け
た
の
は
、

華
道
部
4
人
、
洋
楽
部
1
人
、
邦
楽

部
3
人
、
茶
道
部
8
人
の
16
人
で
、

大
場
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。

［
華
道
部
］
伊
澤
光
和
（
小
原
流
）、

　

宮
城
県
は
、
地
方
自

治
、産
業
、教
育
、民
生
、

そ
の
他
の
各
分
野
で
多

年
に
わ
た
り
県
勢
の
進

展
、県
民
福
祉
の
増
進
、

芸
術
文
化
の
向
上
等
に

寄
与
し
た
個
人
や
団
体

を
毎
年
文
化
の
日
前

後
に
表
彰
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
は
10
月
31

日
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
当
協

会
か
ら
は
、
絵
画
部
の

桜
井
忠
彦
理
事
（
洋

画
）、
書
道
部
の
嵯
峨

大
拙
参
事
、
華
道
部
の

平
崇
月
会
員
（
龍
生

派
）、
邦
楽
部
の
佐
藤

◇
新
入
会
員

【
華
道
部
】
池
坊
・
平
間
翠
香
（
香

代
子
）
＝
仙
台
市
青
葉
区
【
洋
楽
部
】

小
山
和
彦
＝
仙
台
市
青
葉
区
【
邦
楽

部
】
三
曲
・
関
野
（
長
栄
）
由
美
子

＝
岩
沼
市
、
谷
内
朧
盟
（
隆
司
）
＝

仙
台
市
太
白
区
、
長
唄
・
杵
家
七
敬

（
高
橋
敬
子
）
＝
白
石
市
、
渡
邉
楓

＝
大
和
町
【
舞
踊
部
】
日
舞
・
水
木

歌
惣
（
氏
家
園
子
）
＝
登
米
市
【
茶

道
部
】
武
者
小
路
千
家
・
中
野
妙
利

（
由
利
子
）
仙
台
市
太
白
区
、
廣
川

妙
節
（
節
子
）
＝
仙
台
市
太
白
区

　
第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
表
彰
式

洋
楽
の
演
奏
で
華
や
か
に
祝
宴

　

祝
宴
で
は
、
受
賞
者
へ
の
祝
意
を

込
め
て
、
洋
楽
部
会
員
に
よ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
が
あ
っ
た
。

　

演
奏
し
た
の
は
、櫻
井
希（
フ
ル
ー

ト
）、小
田
島
航
太
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー

ン
）、
門
脇
麻
美
（
ピ
ア
ノ
）
の
３

人
で
、
曲
目
は
バ
ッ
ハ
「
主
よ
、
人

の
望
み
よ
、
喜
び
よ
」、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
な
ど
３
曲
。

　

若
手
会
員
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
華

や
か
な
演
奏
が
会
場
を
盛
り
上
げ

た
。

阿
部
翠
枝
・
岩
佐
清
芳
（
草
月
流
）、

高
屋
一
律
（
本
原
遠
州
流
）

［
洋
楽
部
］
細
渕
誠
一

［
邦
楽
部
］
浅
野
繡
葉
・
大
友
佐
美

好
（
三
曲
）、
杵
家
弥
鈴
（
長
唄
）

［
茶
道
部
］
千
葉
宗
桂
（
表
千
家
）、

上
田
宗
芳
・
細
川
宗
莚
（
裏
千
家
）、

佐
々
木
純
芳
（
煎
茶
道
三
彩
流
）、

白
木
岳
斎
（
石
州
清
水
流
）、
原
田

宗
昌
（
宗

流
）、
鈴
木
南
菊
（
織

田
流
煎
茶
道
）、
郡
司
晋
恵
（
玉
川

遠
州
流
）

功
績
者
表
彰
は
16
人

受
賞
者
ら
87
人
表
彰

皖
山
理
事
（
三
曲
）、
茶
道
部
の
渡

邉
晋
祥
運
営
委
員
（
玉
川
遠
州
流
）

の
５
氏
が
、
教
育
文
化
功
労
の
分
野

で
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
た
。

洋楽部会員によるアンサンブルの演奏

桜井理事など５会員が受賞
～県文化の日表彰～
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平
成
29
年
度
の
地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣

表
彰
で
、
当
協
会
か
ら
大
泉
勉
参
事
（
洋
楽
部
）
が

受
賞
し
た
。「
永
年
に
わ
た
り
、
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
評
議
員
等
を
務
め
、
地
域
文
化
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
る
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　

大
泉
参
事
は
、東
北
大
学
教
育
学
部
音
楽
科
卒
で
、

在
学
中
に
東
京
芸
術
大
学
に
内
地
留
学
。
指
揮
を
渡

邉
暁
雄
、
福
井
文
彦
の
両
氏
に
師
事
し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
、
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
の
開
催
を
は
じ

め
、
仙
台
少
年
少
女
合
唱
隊
（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
少
年

少
女
合
唱
隊
）
の
指
揮
者
を
長
く
務
め
る
な
ど
、
数

多
く
の
演
奏
会
の
指
揮
者
、
伴
奏
者
と
し
て
活
躍
。

　

現
在
は
宮
城
教
育
大
学
名
誉
教
授
、
仙
台
日
伊
協

会
会
長
、
日
本
ピ
ア
ノ
教
育
連
盟
東
北
支
部
名
誉
支

部
長
、仙
台
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
副
団
長
な
ど
。

　

昭
和
56
年
に
宮
城
県
芸
術
選
奨
を
受
賞
。
ほ
か
に

仙
台
市
政
功
労
者
（
平
成
13
年
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
北
ふ

る
さ
と
賞
（
同
22
年
）
も
受
賞
し
て
い
る
。

　

１
９
３
４
年
、
仙
台
市
生
ま
れ
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
気
持
ち
が
引

き
締
ま
る
。
ま
も
な
く
平
成
か
ら

新
し
い
年
号
に
代
わ
る
と
聞
く
と
、

し
っ
か
り
生
き
よ
う
と
の
想
い
は
強

く
な
る
。

　

正
月
に
は
、
多
く
の
家
庭
で
、
お

せ
ち
料
理
を
食
べ
る
。
そ
こ
に
は
色

鮮
や
か
な
朱
色
の
立
派
（
？
）
な
エ

ビ
を
目
に
す
る
。
普
通
エ
ビ
料
理
は

頭
を
落
と
す
が
、
お
せ
ち
で
は
頭
を

残
す
。昔
か
ら
、

そ
の
立
派
な
長

い
ひ
げ
を
老
人

に
た
と
え
た
こ

と
か
ら「
海
老
」

と
書
く
。
長
い

ひ
げ
や
曲
が
っ
た
腰
は
、
長
生
き
の

象
徴
と
し
て
、
エ
ビ
に
長
寿
の
願
い

を
込
め
た
。
そ
れ
で
お
せ
ち
の
食
材

と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
あ
る
人
は
エ
ビ
は
死
ぬ
ま
で

脱
皮
を
繰
り
返
す
。
脱
皮
は
成
長
す
る

こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け

た
い
と
い
う
願
い
か
ら
だ
と
も
い
う
。

　

脱
皮
す
る
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
だ
。
人
間
で
い
う
栄
養
を
肝
臓 日

々
に
新
た
な
り

参
事　

田
村 

政
晴
（
書
道
部
）

新春随想

地域文化功労者文科大臣表彰

大泉勉氏受賞
理
事
候
補
者
の
各
部
門
推
薦
枠

来
年
度
か
ら
上
限
２
名
に

　

平
成
29
年
12
月
8
日
開
催
の
今
年

度
第
3
回
理
事
会
で
は
「
理
事
候
補

者
数
の
配
分
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ

れ
、
来
年
度
の
役
員
改
選
か
ら
、
各
部

門
か
ら
の
理
事
候
補
者
推
薦
枠
の
上

限
を
２
名
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
は
理
事
・
監
事
の
改

選
期
で
、
法
人
運
営
規
程
に
よ
り
、

理
事
会
が
各
部
門
か
ら
の
理
事
候
補

者
の
配
分
数
を
決
め
、
各
部
に
推
薦

を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

部
門
ご
と
の
理
事
候
補
者
数
の
配

分
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
第
5

回
理
事
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
で

「
理
事
選
出
前
年
度
当
初
の
各
部
門

の
正
会
員
の
在
籍
数
を
基
本
に
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
や
り

方
で
は
、
候
補
者
の
配
分
が
な
く
理

事
候
補
選
出
に
全
く
関
与
で
き
な
い

部
門
が
2
部
門
出
て
お
り
、
正
会
員

の
権
利
の
平
等
性
の
点
か
ら
問
題
が

あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

3
名
配
分
さ
れ
て
い
た
絵
画
、書
道
、

茶
道
の
各
部
が
1
名
減
と
な
り
、
配

分
の
な
か
っ
た
舞
踊
部
と
演
劇
部
に

合
せ
て
1
名
配
分
さ
れ
、
残
り
2
名

分
は
留
保
枠
と
な
る
。

に
貯
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
脱
皮
は
命

が
け
で
、
途
中
で
命
を
落
と
す
こ
と

も
あ
る
。人
間
だ
っ
て
上
手
く
脱
皮
・

成
長
す
る
に
は
、
日
々
し
っ
か
り
し

た
生
活
の
積
み
重
ね
が
問
わ
れ
る
。

　

殷
の
湯
王
の
盤
銘
に
「
荀
に
日
に

新
た
な
り
、
日
々
に
新
た
な
り
。
又

日
に
新
た
な
り
」
の
言
葉
を
想
う
。

今
日
と
い
う
日
は
、
天
地
開
闢
以
来

初
め
て
訪
れ
た
日
で
あ
り
、
そ
ん
な

大
事
な
一
日
だ
か
ら
、
有
意
義
に
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
日
だ
と
い

う
意
味
だ
ろ
う
。
湯
王
は
こ
の
言
葉

を
、
顔
を
洗
う
盤
に
彫
り
付
け
、
毎

朝
自
戒
し
た
と
い
う
。
私
も
こ
れ
を

銘
と
し
て
毎
朝
、
今
日
一
日
精
一
杯

生
き
よ
う
と
誓
う
の
だ
が
、
凡
人
の

悲
し
さ
。
寝
る
と
き
は
反
省
す
る
こ

と
ば
か
り
だ
。

　

「
日
々
に
新
た
な
り
」
の
言
葉
を

口
に
す
る
と
き
、
百
七
歳
ま
で
制
作

し
続
け
た
、
彫
刻
家
平
櫛
田
中
を
想

う
。
東
京
芸
大
の
美
術
館
で
展
覧
会

が
あ
っ
た
。
写
実
的
な
作
品
群
を
観

な
が
ら
、
充
実
し
た
、
豊
か
な
時
間

の
流
れ
を
感
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
感

じ
た
の
は
、
田
中
の
つ
ぎ
の
言
葉
を

思
い
浮
か
べ
た
せ
い
か
も
し
れ
な

い
。「
六
十
、七
十
は
鼻
た
れ
小
僧
、

男
ざ
か
り
は
百
か
ら
、
百
か
ら
、
わ

し
も
こ
れ
か
ら
こ
れ
か
ら
」、「
こ

だ
わ
る
な
、
こ

だ
わ
る
な
。
人

間
本
来
住
む
と

こ
ろ
な
し
。
ど

こ
に
住
ん
で
も

心
は
ひ
と
つ
。

仕
事
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
」。

日
々
、
鑿
で
木
を
彫
る
姿
が
目
に
浮

か
ぶ
。
田
中
は
九
十
歳
近
く
に
な
っ

て
も
、
高
価
な
砥
石
を
求
め
、
材
料

と
な
る
木
を
買
い
求
め
た
と
い
う
話

を
聞
く
。
こ
こ
に
エ
ビ
の
覚
悟
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

去
年
の
干
支
は
酉
年
で
、
私
は
年

男
だ
っ
た
。
次
に
年
男
の
時
、
世
の

中
は
？
な
ん
て
考
え
る
こ
と
は
な

い
。
今
日
の
一
日
だ
。

第３回
理事会
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第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
絵
画
展
受

賞
者
作
品
展
が
、
12
月
15
日
か
ら
21

日
ま
で
、
仙
台
市
青
葉
区
の
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
（
宮
城
県

民
会
館
）
5
階
展
示
室
で
開
催
さ
れ

た
。
宮
城
県
文
化
振
興
財
団
と
の
共

催
。
本
会
場
で
の
開
催
は
今
年
で
4

回
目
と
な
る
。

　

会
場
に
は
第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭

絵
画
展
受
賞
者
20
名
と
絵
画
展
公
募

の
部
の
受
賞
者
9
名
の
作
品
が
展
示

さ
れ
た
。
今
回
も
各
受
賞
者
が
芸
術

祭
の
受
賞
作
と
新
作
の
2
点
ず
つ
出

展
、
作
品
数
は
計
58
点
と
な
っ
た
。

　

高
い
評
価
を
受
け
た
受
賞
作
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
新
作

を
並
べ
て
展
示
し
た
こ
と
が
好
評
を

得
て
、
会
期
内
に
９
１
８
名
と
い
う

開
催
以
来
最
多
の
来
場
者
に
恵
ま
れ

た
。
今
後
も
県
民
に
広
く
親
し
ま
れ

　

宮
城
県
文
化
振
興
財
団
等
と
当
協

会
の
共
催
に
よ
る
第
4
回
定
禅
寺

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
展
が
、
今
年
は

12
月
5
日
か
ら
12
日
ま
で
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
行
わ
れ
た
。

　

本
年
も
定
禅
寺
通
り
で
行
わ
れ
た

祭
や
イ
ベ
ン
ト
の
作
品
を
募
集
、
38

名
か
ら
１
１
２
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

入
賞
9
点
、
入
選
55
点
が
選
ば
れ
、

初
日
に
受
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
来
場
者
は
４
１
９
名
で
あ
っ
た
。

　

本
年
度
は
「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
in
と
み
や
」

と
題
し
、
２
月
25
日
（
日
）
に
富
谷

市
の
成
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
。
当
協
会
と
富
谷
市
、
富
谷

市
教
育
委
員
会
、富
谷
市
芸
術
協
会
、

宮
城
県
文
化
振
興
財
団
と
の
共
催
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
元
小
学
生
や

邦
楽
・
洋
楽
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
団

体
に
よ
る
演
奏
、
地
元
音
楽
団
体
と

当
協
会
会
員
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

そ
れ
に
今
回
特
別
に
編
成
す
る
合
唱

団
と
管
弦
楽
団
に
よ
る
演
奏
、
の
三

部
構
成
と
な
る
予
定
。

芸術祭絵画展受賞者作品展

る
作
品
展
と
し
て
の
魅
力
的
な
展
開

を
期
待
し
た
い
。

定
禅
寺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
展

芸
術
祭
の
共
通
テ
ー
マ
来
年
も

第
２
回
部
長
会
議
で
意
見
一
致

　

本
年
度
の
第
２
回
部
長
会
議
が
12

月
1
日
に
協
会
事
務
局
の
会
議
室
で

開
か
れ
た
。
議
事
は
2
件
で
、
議
事

１
が
第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い

て
、
議
事
２
が
芸
術
祭
共
通
テ
ー
マ

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

　

議
事
１
は
第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭

実
行
委
員
会
を
兼
ね
て
お
り
、
事
業

担
当
の
中
塚
仁
執
行
理
事
が
、
芸
術

祭
の
進
捗
状
況
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ

れ
た
各
事
業
の
期
日
、
会
場
、
出
演

者
や
出
品
点
数
、
入
場
者
数
や
表
彰

式
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
そ
の
後
各
部
か
ら
の
報
告
が
行

わ
れ
、
今
回
の
芸
術
祭
で
の
創
意
工

夫
を
こ
ら
し
た
新
し
い
取
り
組
み
や

来
年
度
に
向
け
た
事
業
の
課
題
な
ど

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

議
事
２
は
第
1
回
部
長
会
議
か
ら

の
継
続
協
議
事
項
で
、
事
業
担
当
の

渡
部
勝
彦
執
行
理
事
が
、
各
部
に
対

し
て
「
今
年
度
の
共
通
テ
ー
マ
〝
結

い
〟
へ
の
対
応
」
と
「
今
後
の
共
通

テ
ー
マ
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
報

告
を
求
め
た
。

　

各
部
の
部
長
・
副
部
長
か
ら
は
、

「
共
通
テ
ー
マ
は
会
員
が
対
応
し
や

す
い
よ
う
に
も
っ
と
早
い
段
階
か
ら

周
知
す
べ
き
で
あ
る
」「
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
の
書
の
揮
毫
の
見

せ
方
は
改
善
が
必
要
」
な
ど
の
反
省

点
も
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
部
も

「
共
通
テ
ー
マ
の
設
定
は
今
後
も
継

続
し
た
ほ
う
が
良
い
」
と
す
る
意
見

で
一
致
し
た
。

　

議
事
の
取
り
ま
と
め
と
し
て
、
渡

部
執
行
理
事
は
「
共
通
テ
ー
マ
は
そ

れ
ぞ
れ
が
広
義
の
解
釈
の
も
と
、
多

面
的
に
と
ら
え
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン

ル
の
部
門
か
ら
多
様
に
表
現
さ
れ
る

と
こ
ろ
に
取
り
組
み
の
意
義
が
あ
る
。

本
日
の
各
部
か
ら
の
報
告
や
意
見
を

次
年
度
の
事
業
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
と
の
９

回
目
と
な
る
共
催
絵
画
展
が
、
１
月

30
日
（
火
）
～
３
月
11
日
（
日
）
の

会
期
で
、昨
年
か
ら
続
く
企
画
展「
現

運
営
委
員
等
の
『
現
在
と
過
去
』
Ⅱ

期
」
と
題
し
、
仙
台
市
青
葉
区
の
カ

メ
イ
美
術
館
で
開
か
れ
る
。　

　

本
企
画
展
は
芸
協
絵
画
部
運
営
委

員
等
が
過
去
の
作
品
と
近
作
を
一
点

ず
つ
展
示
し
、
作
風
の
変
遷
を
辿
る

企
画
と
し
て
昨
年
も
好
評
を
得
た
。

　

２
月
17
日
（
土
）
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
、
３
月
３
日
（
土
）
に
ギ
ャ

ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
す
る
。

宮城県芸術協会賞を授与する大場理事長

み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

カ
メ
イ
美
術
館
共
催
絵
画
展
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平
成
29
年
度
研
修
旅
行
は
、
団
長

の
大
場
尚
文
理
事
長
以
下
12
名
が
参

加
し
、
11
月
7
日
か
ら
9
日
ま
で
、

2
泊
3
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
日
目
の
昼
頃
、
い
よ
い
よ
金

沢
到
着
。
金
沢
駅
の
通
路
の
広
さ
、

品
格
あ
る
ガ
ラ
ス
張
り
ア
ー
チ
の
天

井
に
感
激
し
、
バ
ス
に
乗
車
し
て
永

平
寺
へ
と
向
い
ま
し
た
。
永
平
寺
の

杉
の
木
立
の
中
を
進
み
、
苔
の
美
し

さ
、
木
立
の
枝
の
間
か
ら
陽
の
光
が

紅
葉
の
葉
を
照
ら
し
、
七
色
の
色
彩

が
絵
画
の
様
。
仏
殿
で
は
自
然
に
手

を
合
わ
せ
、
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。

続
い
て
一
乗
谷
朝
倉
資
料
館
へ
。
戦

国
時
代
の
城
下
町
、
復
元
さ
れ
た
武

家
屋
敷
、
当
時
使
用
さ
れ
た
将
棋
の

駒
が
現
在
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
違
わ

な
い
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
最
初
は
兼
六
園
で
す
。

ガ
イ
ド
さ
ん
の
面
白
可
笑
し
い
話
術

で
の
案
内
で
、
雪
吊
り
の
風
景
、
庭

園
の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
。
次
は
江

戸
時
代
末
期
の
町
屋
を
復
元
し
た
、

ひ
が
し
茶
屋
街
。
木
の
温
も
り
を
感

じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。
さ

ら
に
金
沢
21
世
紀

美
術
館
を
観
覧
。

未
来
に
向
か
っ
て

子
供
達
の
夢
と
共

に
成
長
す
る
美
術

館
、
と
い
う
感
じ

で
し
た
。
夕
方
和

倉
温
泉
へ
。
夕
食

時
の
語
ら
い
や
歌

と
踊
り
と
笑
い
も

楽
し
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。
知

人
の
方
を
訪
ね
て

下
さ
っ
た
素
敵
な
女
性
が
、
私
と
同

姓
同
名
だ
と
の
こ
と
で
大
賑
い
と
な

る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。　

　

三
日
目
は
、
白
米
千
枚
田
で
大
海

原
と
千
枚
田
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
珍
し
い
情
景
を
心
に
刻
み
、
輪
島

朝
市
へ
。
漆
器
工
房
で
は
丁
寧
な
説

明
を
聞
き
、
漆
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
皆
さ
ん
と
和
や
か
に
旅
行
が

出
来
た
有
意
義
な
三
日
間
で
し
た
。

　

当
協
会
第
８
代
理
事
長
と
し
て
、

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
か
ら
３
期

６
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
小
山
喜

三
郎
名
誉
会
員
（
絵
画
部
）
が
、
昨

年
11
月
18
日
に
満
83
歳
で
逝
去
さ
れ

た
。

　

理
事
長
時
代
に
は
、
公
益
法
人
化

へ
の
諸
準
備
、
韓
国
や
中
国
と
の
文

化
交
流
の
推
進
、
平
成
23
年
の
東
日

本
大
震
災
へ
の
対
応
、
芸
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
、
新
事
務
所
の

取
得
と
移
転
な
ど
に
粉
骨
砕
身
さ

れ
、
芸
協
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

　

硬
派
な
反
面
、
い
た
ず
ら
好
き
で

穏
や
か
な
お
人
柄
は
、
分
野
を
超
え

て
多
く
の
会
員
に
愛
さ
れ
た
。

　

名
誉
会
員

の
小
山
喜
三

郎
さ
ん
が
11

月
18
日
、
83

歳
で
旅
立
た

れ
ま
し
た
。
当
日
は
寒
く
、
元
国
体

水
泳
選
手
の
小
山
さ
ん
は
、
一
風
呂

浴
び
よ
う
と
湯
に
飛
び
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
一
息
も
つ
か
ず
一
気
に
天
国

に
駆
け
昇
ら
れ
ま
し
た
。
患
う
こ
と

も
な
し
の
昇
天
で
し
た
が
、
志
半
ば

で
の
事
、口
惜
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

小
山
さ
ん
は
、
私
が
東
北
大
に
入

学
し
た
時
の
4
年
生
で
、
後
輩
に
優

し
く
、
細
身
で
背
の
高
い
ハ
ン
サ
ム

で
、
皆
の
あ
こ
が
れ
の
的
で
し
た
。

　

名
家
の
一
人
っ
子
の
ぼ
ん
ぼ
ん
と

し
て
、
附
属
小
学
校
・
中
学
校
・
仙

台
二
高
を
終
え
ら
れ
、
学
制
改
革
最

初
の
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。
卒
業
後
は

宮
城
県
第
一
女
子
高
等
学
校
で
四
十

年
の
美
術
教
諭
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

画
業
六
十
年
。
教
職
に
あ
っ
て
も

筆
を
休
め
る
こ
と
な
く
、
仙
台
で
は

新
現
美
術
協
会
、
東
京
で
は
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
協
会
で
抽
象
絵
画
に
よ
る
現

代
美
術
作
家
の
道
を
貫
か
れ
ま
し

た
。

　

小
山
さ
ん
の
画
家
、
教
育
者
、
芸

術
協
会
等
の
長
年
の
功
績
に
対
し
、

文
部
科
学
大
臣
、
宮
城
県
知
事
、
仙

台
市
長
等
か
ら
の
表
彰
を
受
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
見
事
な
業
績
で
す
。

　

芸
術
協
会
で
は
、
創
設
会
員
、
運

営
委
員
、
絵
画
部
主
任
、
評
議
員
、

理
事
、
理
事
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

芸
協
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
民
主
的
に
、
仲
良
く
、
楽
し
く
、

広
く
で
、
小
山
さ
ん
の
お
人
柄
が
色

濃
く
滲
み
出
た
も
の
で
し
た
。

　

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
、
気
持
ち
は
い

つ
も
昭
和
初
期
に
遊
ん
で
お
ら
れ
、

常
に
人
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の
い
た

ず
ら
を
企
み
、
そ
の
天
才
で
し
た
。

　

９
月
の
芸
術
祭
開
会
式
に
は
、
に

こ
や
か
な
お
姿
を
拝
見
し
ま
し
た
の

で
、突
然
の
ご
逝
去
に
驚
き
ま
し
た
。

も
う
お
会
い
出
来
な
い
の
か
と
思
う

と
寂
し
さ
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

　

戦
後
宮
城
の
新
し
い
芸
術
文
化
振

興
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
あ
げ
、
心
か
ら
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

研
修
旅
行

絵画部　船田 芳子

小
山
さ
ん
を
偲
ん
で

名
誉
会
員
・
前
理
事
長
　
早
坂
貞
彦

大邱との交流で歓談する小山元理事長（平成22年）

小
山
喜
三
郎
元
理
事
長
が
ご
逝
去

永平寺前で記念撮影

～加賀百万石の城下町金沢～

雪国の情景満喫
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平
成
30
年
の
幕
が
開
い
た
。
来
年

春
に
は
、
平
成
天
皇
の
ご
退
位
と
改

元
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
年

が
「
平
成
の
芸
術
祭
最
後
の
年
」
と

な
る
。
63
年
余
り
を
刻
ん
だ
「
昭
和
」

に
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
に
短
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
た
よ
う
な
気
も
す

る
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
「
最
後
」

を
見
届
け
、
次
な
る
新
し
い
時
代
に

向
き
あ
う
こ
と
に
し
た
い
も
の
だ
、

と
思
う
▼
芸
術
協
会
の
活
動
自
体
は
、

元
号
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
の

変
化
は
な
い
は
ず
だ
。
宮
城
県
芸
術

祭
の
開
催
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
関

す
る
諸
事
業
、
国
内
・
国
外
と
の
芸

術
文
化
の
交
流
、
そ
れ
に
会
員
の
た

め
の
事
業
を
加
え
た
四
本
柱
で
の
運

営
に
、
変
わ
り
は
な
い
。
大
い
な
る

マ
ン
ネ
リ
で
構
わ
な
い
側
面
も
あ
る

の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
変
化

を
加
え
る
こ
と
も
望
ま
れ
よ
う
▼
今

年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
イ
ア
ー
で
も
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ

で
は
、結
果
が
分
か
り
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
に
目
が
向
け
ら
れ
が
ち
だ

が
、ど
っ
こ
い
芸
術
の
分
野
も
頑
張
っ

て
い
る
ん
だ
、と
い
う
と
こ
ろ
も
人
々

に
見
せ
て
や
り
た
い
も
の
だ
、
と
思

え
て
な
ら
な
い
。
新
年
早
々
の
た
わ

言
で
あ
る
。�

（
恂
）

　

第
54
回
芸
術
祭
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
る
第
38
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

が
、
本
年
度
も
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

ホ
ー
ル
仙
台
（
仙
台
市
青
年
文
化
セ

ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
ピ
ア
ノ
部
門
に
今
年

度
新
た
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
が
加

わ
り
、
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　

期
日
は
両
部
門
共
に
予
選
が
2
月

18
日（
日
）、本
選
は
3
月
18
日（
日
）。

予
選
、
本
選
の
審
査
を
経
て
、
級
ご

と
に
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
、

作
曲
者
賞
や
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
な

ど
の
特
別
賞
が
授
与
さ
れ
る
。

　

ま
た
副
賞
と
し
て
、
審
査
員
か
ら

推
薦
さ
れ
た
受
賞
者
は
、「
芸
術
祭

☆
早
坂
美
名
子
フ
ェ
ル
ト
セ
ン
ス
ア
ー

ト
展

12
月
14
日
～
19
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
書
芸
苑
誌
850
号
記
念
宮
城
野
書
人
会

展
併
催
学
生
書
道
展

12
月
22
日
～
26
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
伊
達
政
宗
公
生
誕
450
年
記
念
天
の
赦
す

と
こ
ろ
他
～
新
春
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
～

１
月
６
日
～
10
日

桜
井
薬
局
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

☆
東
北
書
道
新
春
選
抜
展

１
月
12
日
～
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
８
回
翔
雲
書
展

１
月
26
日
～
29
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
62
回
筆
祭
り
恵
風
書
道
展

２
月
２
日
～
７
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
13
回D

ance C
om
petition in 

Sendai 2018

２
月
10
日
～
11
日

多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
今
野
深
泉
傘
寿
展
（
併
催
社
中
選
抜

展
）

２
月
20
日
～
24
日

塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館

☆
第
77
回
春
の
い
け
ば
な
展

３
月
17
日
～
20
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
一
般
社
団
法
人
日
本
マ
ン
ド
リ
ン
連

盟
創
立
50
周
年
記
念
演
奏
会

３
月
25
日

多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
13
回A

LL N
IPPO

N
 D
.A
.T
.E

. 

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ンM

IY
A
GI

３
月
30
日
～
４
月
１
日

太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー

事
務
局
日
誌

会 

務 
報 
告

【
第
２
回
部
長
会
議
】
12
月
１
日

○
第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

（
宮
城
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
）

○
芸
術
祭
共
通
テ
ー
マ
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

【
第
３
回
理
事
会
】
12
月
８
日

○
平
成
30
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
編

成
の
方
針
に
つ
い
て

○
新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

○
理
事
候
補
者
数
の
配
分
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
佐
々
木
捷
子
絵
画
展

11
月
18
日
～
26
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
絵
画
特
別
展
「
生
誕
110
年
杉
村
惇
展

‒

修
練
の
軌
跡
」

11
月
21
日
～
１
月
28
日

カ
メ
イ
美
術
館

☆
美
里
町
「
河
北
展
」

12
月
２
日
～
10
日

美
里
町
近
代
文
学
館

音
楽
会
」
や
「
受
賞
者
に
よ
る
ガ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
で
き
る
。

　

申
し
込
み
は
1
月
6
日
に
締
め

切
ら
れ
、
応
募
者
は
ピ
ア
ノ
部
門

１
３
８
人
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
65

人
の
合
計
２
０
３
人
で
、
昨
年
に
比

べ
て
87
人
と
大
幅
に
増
え
た
。

☆
第
81
回
河
北
美
術
展

４
月
26
日
～
５
月
８
日

藤
崎
本
館
７
階
催
事
場
他

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
26
回
河
北
工
芸
展

〈
革
〉▽
仙
台
市
長
賞
＝
佐
藤
美
喜〈
陶

磁
〉
▽
仙
台
市
教
育
委
員
会
賞=

木
村

八
百
子
▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局
長
賞=

中
山
晴
代

◇
第
64
回
日
本
伝
統
工
芸
展

〈
陶
芸
〉
▽
入
選
＝
市
岡
泰
、
岸
上
ま
み

子
、
橋
本
昌
彦
〈
諸
工
芸
〉
▽
入
選
＝

高
橋
通
子
、
鍋
田
尚
男
、
種
澤
有
希
子

◇
第
33
回
河
北
写
真
展

〈
東
北
の
暮
ら
し
〉
▽
準
特
選
＝
北

村
卓
▽
オ
リ
ン
パ
ス
賞=

山
本
か
つ
い

〈
東
北
の
風
景
〉
▽
秋
田
県
知
事
賞
＝

佐
藤
崇

◇
第
51
回
女
流
陶
芸
展

▽
入
選
＝
新
藤
睦
子

◇
改
組
新
第
四
回
日
本
美
術
展
覧
会

〈
第
１
科
日
本
画
〉▽
入
選
＝
石
川
浩
、

奥
山
和
子
、
七
宮
牧
子
、
佐
々
木
志
津

子
、
及
川
尚
子

受
　
贈
　
書
カ
ッ
コ
内
は
寄
贈
者

『
宮
城
の
現
代
詩2017

』（
宮
城
県
詩

人
会
）、『
樹
下
の
ま
つ
り
Ⅱ　

雫
石
隆

子
川
柳
句
集]

（
雫
石
隆
子
）

謹
　
弔

工
芸
部
（
染
織
）

安
倍
ま
ゆ
み　

殿

10
月
12
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

松
倉
正
子　

殿

10
月
25
日

写
真
部�

大
内
常
正　

殿

11
月
２
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

小
山
喜
三
郎　

殿

11
月
18
日

第
38
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

今
年
度
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
も

ガラコンサートで演奏する昨年の受賞者


